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文責：酒井浩子   
まずゼミ全体でアメリカ班・アジア班に分かれてから、アメリカ班内で関学・阪大班に  
分かれた。そして6月煩から、関学とのテーマについての交渉をはじめたが、ディベート  







となった。   
京大側「アメリカ経済は好景気を維持していく」  
要因 情報技術革新による生産性上昇  
労働市場の柔軟化・移民流入による低インフレ・低失業率の維持  
海外からの資金涜入と株価の維持   
関学側「アメリカ経済は急激な不況に突入する」  
要因 労働市場逼迫・石油価格高騰によるインフレ率上昇  
経常収支赤字の増大  
中南米経済の悪影響  
株価下落から暴落へ   
今回のディベートでは、刻一刻と変化するアメリカ経済がテーマであったため、非常に  
興味深い、やりがいのあるものであった。資料探しなども、アメリカ大統領選の直前であ  
ったこと、日本でもアメリカの株価に関心が集まっていたために、情報を集めやすかった。   
しかし、単に情報量が多いから言いと良いという訳ではなく、当然その資料が信憑性の  
あるものかどうか、我々の主張に有利なものかなどその取捨選択が求められた。適切な資  
料を集めるという点では、関学側が京大に勝っていたように思う。   
我々の立論では、完全にではないものの一部ニューエコノミーを擁護する立場を取り、  
最初のテーマ交渉段階での内容がお互いに採用されていたと思う。  
一95－   
また、最新の統計は、本や雑誌が少なく、ほとんどをインターネットで入手したことか  





ないと答えた。   
ここで、NASDAQではなく、ダウエ業平均や、S＆P500などを示されていれば、  





来たと思う。   
本番では両者とも、用意した資料を使いこなせなかったことが、残念であった。これは、  
資料を用意しても、メンバー全員がそれを使いこなせるまで理角等していなかったという、  






大きな反省点である。   
アメリカ経済が今後1～2年で、順調に緩やかな成長に移行するかどうかというテーマ  
であったが、現在（平成13年1月）では株価が急落して先行きが不透明になってきてお  
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